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〈
は
じ
め
に
〉

三
七
回
目
を
迎
え
る
今
回
の
社
会
経

済
視
察
は
、『
商
業
・
物
流
・
観
光
で

急
成
長
を
遂
げ
る
ド
バ
イ
と
�
最
後
の

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
�
ア
フ
リ
カ
で
高
い
経

済
成
長
を
遂
げ
る
タ
ン
ザ
ニ
ア
を
視

る
』
を
テ
ー
マ
に
、
七
月
一
日
㈯
〜
八

日
㈯
の
日
程
で
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

ド
バ
イ
は
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
（
Ｕ

Ａ
Ｅ
）
の
経
済
の
中
心
で
、
金
融
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
経
済
的
な
中
枢
機
能
が
集

積
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
都
市
で
あ
り
、
多

様
な
フ
リ
ー
ゾ
ー
ン
（
経
済
特
区
）
の

設
立
や
、
空
港
や
湾
岸
開
発
な
ど
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
の
推
進
に
よ
り
、
商
業
・

物
流
・
観
光
分
野
に
お
い
て
急
成
長
を

遂
げ
て
い
ま
す
。

後
半
の
日
程
で
は
、「
最
後
の
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
」
と
し
て
世
界
的
に
ア
フ
リ

カ
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
、
経
済
成
長

著
し
い
新
興
市
場
と
し
て
注
目
を
集
め

る
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
イ
ン
フ
ラ
事
業
や
現

地
進
出
企
業
を
視
察
し
ま
し
た
。

ま
た
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
は
キ
リ
マ
ン
ジ

ャ
ロ
山
や
ビ
ク
ト
リ
ア
湖
等
の
豊
か
な

自
然
と
貴
重
な
野
生
動
物
の
宝
庫
で
あ

り
、
観
光
を
始
め
と
す
る
開
発
事
業
と

環
境
保
全
と
の
両
立
も
同
国
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
野
生
動
物
保

護
区
で
の
サ
フ
ァ
リ
も
実
施
し
ま
し
た
。

視
察
で
は
ま
ず
ド
バ
イ
を
訪
れ
、
人

工
島
の
パ
ー
ム
・
ジ
ュ
メ
イ
ラ
、
世
界

一
の
高
さ
を
誇
る
バ
ー
ジ
ュ
・
カ
リ
フ

ァ
ビ
ル
、
ド
バ
イ
で
一
番
ア
ラ
ブ
の
歴

史
が
残
る
バ
ス
タ
キ
ヤ
歴
史
地
区
等
を

視
察
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
政
府
系
デ

ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
の
ナ
キ
ー
ル
社
と
ジ
ェ

ト
ロ
・
ド
バ
イ
事
務
所
を
訪
問
し
ま
し

た
。視

察
後
半
で
は
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
向
か

い
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
最
大
の
経
済
・
商
業

都
市
で
あ
る
ダ
ル
エ
ス
サ
ラ
ー
ム
に
て
、

在
タ
ン
ザ
ニ
ア
日
本
国
大
使
館
、
現
地

進
出
企
業
の
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
・
エ
ナ
ジ

ー
・
タ
ン
ザ
ニ
ア
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
タ
ン
ザ

ニ
ア
事
務
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。
タ
ン

ザ
ニ
ア
の
経
済
や
産
業
構
造
、
ビ
ジ
ネ

ス
環
境
や
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
状
況
に
つ

い
て
、
視
察
団
か
ら
の
質
問
を
交
え
た

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

一般社団法人 埼玉県経営者協会会報

’17 月号

別冊 社会経済視察団報告特集 日本経団連 埼玉

ナキール社にて（マリア・アブダラハムマネージャー（中央）を囲んでの記念撮影）

平
成
二
九
年
度
埼
玉
経
協
・
海
外
社
会
経
済
視
察
団
視
察
報
告

『
商
業
・
物
流
・
観
光
で
急
成
長
を
遂
げ
る
ド
バ
イ
と

�
最
後
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
�
ア
フ
リ
カ
で

高
い
経
済
成
長
を
遂
げ
る
タ
ン
ザ
ニ
ア
を
視
る
』
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《
ド
バ
イ
編
》

【
概
要
（
基
礎
デ
ー
タ
）】

ア
ラ
ビ
ア
湾
の
入
口
に
横
た
わ
る
ア

ラ
ブ
首
長
国
連
邦
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）
は
、
ア

ブ
ダ
ビ
、
ド
バ
イ
を
始
め
と
す
る
七
つ

の
首
長
国
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
石
油
・
経
済
開
発
は
各
首
長
国
の
権

限
）Ｕ

Ａ
Ｅ
第
二
の
都
市
ド
バ
イ
は
、
早

く
か
ら
石
油
資
源
で
は
な
く
、
観
光
資

源
の
開
発
に
注
力
し
、
世
界
有
数
の
観

光
都
市
並
び
に
金
融
セ
ン
タ
ー
の
ひ
と

つ
と
な
り
ま
し
た
。
人
口
の
八
割
近
く

が
出
稼
ぎ
労
働
者
を
含
む
外
国
人
で
あ

り
、
世
界
各
国
の
企
業
が
進
出
し
、
日

本
企
業
も
二
五
〇
社
以
上
に
達
し
て
い

ま
す
。

�
人
口
�
約
二
四
四
万
人

（
二
〇
一
六
年
）

（
内
訳
）
Ｕ
Ａ
Ｅ
国
民
一
五
％

外
国
人
八
五
％

�
面
積
�
約
四
一
一
四
㎢

（
埼
玉
県
と
ほ
ぼ
同
じ
）

�
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
�
約
九
〇
九
億
米
ド
ル

�
首
都
�
ア
ブ
ダ
ビ

�
言
語
�
公
用
語
は
ア
ラ
ビ
ア
語

（
英
語
も
広
く
使
わ
れ
て
い
る
）

〈
ド
バ
イ
を
取
り
巻
く
現
状
〉

羽
田
空
港
か
ら
直
行
便
で
約

一
一
時
間
、
経
済
成
長
を
続
け

る
ド
バ
イ
は
、
超
高
級
ホ
テ
ル

や
デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い
高
層
ビ

ル
、
巨
大
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
が
建
ち
並
ぶ
一
方
で
、
ド
バ

イ
の
歴
史
が
色
濃
く
残
る
オ
ー

ル
ド
ド
バ
イ
エ
リ
ア
で
歴
史
巡

り
を
楽
し
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ド
バ
イ
で
は
、
二
〇
二
〇
年

の
ド
バ
イ
万
博
を
見
据
え
て
、

ホ
テ
ル
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
な
ど

の
建
設
工
事
が
至
る
と
こ
ろ
で
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

ド
バ
イ
総
人
口
の
一
五
％
程
度
の
自

国
民
（
ア
ラ
ブ
人
）
は
、
不
動
産
の
賃

貸
収
入
や
外
資
系
企
業
か
ら
の
ス
ポ
ン

サ
ー
料
な
ど
不
労
所
得
を
得
て
お
り
、

政
府
か
ら
も
生
活
関
連
の
補
助
が
あ
り

ま
す
。
建
設
現
場
で
は
、
主
に
イ
ン
ド

や
パ
キ
ス
タ
ン
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
と

い
っ
た
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
外
国
人
労
働

者
が
多
く
働
い
て
お
り
、
数
々
の
巨
大

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
豊
富
な
外
国
人
労
働

者
に
支
え
ら
れ
て
い
ま

す
。一

方
で
、
外
国
企
業

が
活
動
し
や
す
い
環
境

を
整
え
る
た
め
、
二
〇

以
上
の
フ
リ
ー
ゾ
ー
ン

を
設
立
し
て
い
ま
す
。

フ
リ
ー
ゾ
ー
ン
で
は
、

外
資
一
〇
〇
％
の
会
社

設
立
が
可
能
で
あ
り
、

ロ
ー
カ
ル
ス
ポ
ン
サ
ー

も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

資
本
、
利
益
を
一
〇
〇

％
本
国
へ
送
金
す
る
こ

と
も
で
き
、
多
く
の
規

制
緩
和
と
ド
バ
イ
の
地

理
的
利
点
の
相
乗
効
果

で
、
現
在
最
も
大
き
な

フ
リ
ー
ゾ
ー
ン
で
あ
る

「
ジ
ェ
ベ
ル
・
ア
リ
・

フ
リ
ー
ゾ
ー
ン
」
に
は

約
七
三
〇
〇
の
国
内
外

の
企
業
が
進
出
し
て
い

ま
す
。

ド
バ
イ
は
、
石
油
資

源
に
依
存
す
る
の
で
は

な
く
、
外
資
誘
致
や
観

光
レ
ジ
ャ
ー
の
振
興
、

ド
バ
イ
国
際
空
港
を
始

め
と
す
る
交
通
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
と
い
っ
た
経

済
の
多
角
化
を
進
め
急

速
に
発
展
し
て
き
ま
し

た
。

車窓から見るドバイの市街地

七つ星のバージュ・アル・
アラブホテル 2020年のドバイ万博を控え、至るところで

建設工事が行われている

伝統的な建築や装飾の建物が立ち並ぶバスタキヤ歴史地区 人工島に浮かぶアトランティスホテル前にて
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視
察
で
は
、ま
ず
人
工
島
の
パ
ー
ム
・

ジ
ュ
メ
イ
ラ
を
訪
れ
ま
し
た
。
ナ
キ
ー

ル
社
が
開
発
を
手
掛
け
た
椰
子
の
木
型

の
人
工
島
に
、
高
級
ホ
テ
ル
、
別
荘
、

商
業
エ
リ
ア
が
広
が
り
、
現
在
も
開
発

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
歴

史
的
建
造
物
を
保
護
し
て
い
る
バ
ス
タ

キ
ヤ
歴
史
地
区
を
訪
れ
、
昔
な
が
ら
の

家
が
並
ぶ
中
に
、
風
通
し
の
よ
い
造
り

や
木
製
の
扉
が
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
こ
か
ら
ア
ブ
ラ
と
い
う
、
ク
リ
ー

ク
（
入
江
）
を
行
き
来
す
る
渡
し
船
に

乗
り
、
地
元
の
人
も
ス
パ
イ
ス
の
買
い

付
け
に
行
く
と
い
う
ス
ー
ク
（
市
場
）

を
訪
れ
ま
し
た
。
乗
船
中
は
、
ク
リ
ー

ク
を
挟
ん
で
伝
統
文
化
と
現
代
技
術
が

交
差
す
る
沿
岸
線
の
街
並
み
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
地
上
八
二
八
メ
ー
ト
ル
の

世
界
一
の
高
層
ビ
ル
、
バ
ー
ジ
ュ
・
カ

リ
フ
ァ
に
向
か
い
、
展
望
台
で
は
、
タ

ワ
ー
の
完
成
に
至
る
過
程
に
触
れ
な
が

ら
、
ド
バ
イ
中
心
部
を
一
望
し
、
建
設

現
場
が
所
々
広
が
る
、
い
ま
な
お
進
化

し
続
け
る
光
景
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

〈
ナ
キ
ー
ル
社
訪
問
〉

ナ
キ
ー
ル
社
は
ド
バ
イ
を
拠
点
と
す

る
政
府
系
不
動
産
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
で

あ
り
、
人
工
島
、
超
高
層
ビ
ル
、
ホ
テ

ル
・
リ
ゾ
ー
ト
、
複
合
商
業
施
設
な
ど

数
千
億
円
か
ら
兆
単
位
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
海
外
使
節
団
担
当
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
、
マ
リ
ア
・
ア
ブ
ダ
ラ
ハ
ム
氏

か
ら
当
社
の
戦
略
や
展
望
に
つ
い
て
説

明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
レ
ク
チ
ャ
ー
概
要

ド
バ
イ
の
海
岸
線
は
、
地
図
上
で
は

わ
ず
か
七
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
し
か
な
く
、

面
積
を
拡
大
す
る
た
め
に
埋
め
立
て
に

よ
る
人
工
島
の
開
発
を
行
い
、
約
八
〇

〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
海
岸
線
の
拡
張
に

成
功
し
た
。

こ
の
人
工
島
は
、「
パ
ー
ム
・
ア
イ

ラ
ン
ド
」
と
呼
ば

れ
、「
パ
ー
ム
・

ジ
ュ
メ
イ
ラ
」「
パ

ー
ム
・
ジ
ュ
ベ
ル
・

ア
リ
」「
デ
イ
ラ
・

ア
イ
ラ
ン
ド
」
の

三
つ
の
島
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
「
ザ
・
ワ

ー
ル
ド
」
は
、
上

空
か
ら
見
る
と
世

界
地
図
を
模
し
た

人
工
島
で
あ
り
、

土
地
購
入
者
が
一

定
の
ル
ー
ル
に
従

い
、
建
物
の
建
設
を
行
う
。

パ
ー
ム
・
ジ
ュ
メ
イ
ラ
の
葉

の
部
分
は
戸
建
て
に
な
っ
て
い

る
が
、
売
り
出
し
後
に
即
完
売

し
、
投
機
的
要
素
も
あ
り
、
価

格
が
一
時
高
騰
し
た
。
防
波
堤

部
分
の
ホ
テ
ル
も
続
々
と
オ
ー

プ
ン
し
て
お
り
、
現
在
は
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
や
タ
ワ
ー
な

ど
商
業
施
設
の
開
発
に
注
力
し
、

一
大
リ
ゾ
ー
ト
地
と
位
置
付
け

て
い
る
。

一
方
、
デ
イ
ラ
・
ア
イ
ラ
ン

ド
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
を
対
象
と

し
て
い
る
。
ホ
テ
ル
も
三
〜
四

つ
星
が
中
心
で
、
ナ
イ
ト
ス
ー

ク
（
夜
店
）
が
魅
力
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
あ
る
。

人
工
島
の
開
発
に
あ
た
っ
て

�
ア
ブ
ラ
に
乗
っ
て
地
元
の
人
も
訪
れ
る

オ
ー
ル
ド
ス
ー
ク
へ

地上828メートルの世界一の超高層ビル バージュ・カリファからの眺望

政府系ディベロッパー ナキール社

�
ナ
キ
ー
ル
社
が
手
掛
け
た
人
工
島

海
岸
線
の
延
長
に
成
功
し
た

パーム・ジュベル・
アリ（建設中）

パーム・ジュメイラ

デイラ・アイランド
（建設中）

ザ・ワールド
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は
、
環
境
保
全
に
注
意
を
払
っ
て
お
り
、

以
前
よ
り
生
態
系
が
活
発
に
な
っ
た
事

例
も
あ
る
。

現
在
も
ド
バ
イ
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
発
展
、

ひ
い
て
は
ド
バ
イ
の
地
位
向
上
の
た
め

に
、
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上

げ
て
お
り
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
観
光

客
数
を
現
在
の
約
一
五
〇
〇
万
人
か
ら

二
〇
〇
〇
万
人
に
増
や
し
て
い
く
予
定

で
あ
る
。

※
レ
ク
チ
ャ
ー
の
後
、
視
察
団
か
ら
、

海
面
上
昇
へ
の
対
応
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

施
策
、
労
働
力
の
確
保
や
不
動
産
投

機
の
話
題
な
ど
、
多
方
面
に
わ
た
る

質
問
が
次
々
と
出
さ
れ
、
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

〈
ジ
ェ
ト
ロ
・
ド
バ
イ
事
務
所
訪
問
〉

ジ
ェ
ト
ロ
・
ド
バ
イ
事
務
所
は
、
Ｕ

Ａ
Ｅ
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
、
バ
ー
レ
ー
ン
、

カ
タ
ー
ル
、
オ
マ
ー
ン
、
イ
ラ
ク
、
イ

エ
メ
ン
の
七
カ
国
を
管
轄
し
、
同
地
域

へ
の
輸
出
や
投
資
を
考
え
る
日
本
企
業

や
既
進
出
日
系
企
業
へ
の
情
報
提
供
の

ほ
か
、
市
場
動
向
・
法
制
度
等
の
調
査
、

国
際
見
本
市
で
の
日
本
パ
ビ
リ
オ
ン
運

営
、
国
際
会
議
の
開
催
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。

当
日
は
、
ジ
ェ
ト
ロ
・
ド
バ
イ
事
務

所
の
山
本
和
美
調
査
部
長
か
ら
中
東
・

北
ア
フ
リ
カ
地
域
の
可
能
性
や
Ｕ
Ａ
Ｅ
、

ド
バ
イ
の
経
済
情
勢
に
つ
い
て
説
明
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
レ
ク
チ
ャ
ー
概
要

中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
地
域
（
Ｍ
Ｅ
Ｎ

Ａ
�M

iddle
East

and
North

A
f-

rica

）
は
、
ア
ラ
ブ
民
族
（
ト
ル
コ
・

イ
ラ
ン
等
は
除
く
）、
イ
ス
ラ
ム
を
ベ

ー
ス
と
す
る
類
似
性
が
あ
り
、
人
口
増

加
率
や
高
い
若
年
層
比
率
、
拡
大
を
続

け
る
市
場
規
模
か
ら
、
持
続
的
な
成
長

が
見
込
ま
れ
る
「
振
興
地
域
」
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
る
。

Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ａ
市
場
で
は
、
反
政
府
・
民

主
化
運
動
も
吹
き
荒
れ
リ
ス
ク
も
高
い

が
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
は
比
較
的
安
定
し
て
お
り
、

周
辺
諸
国
か
ら
、
ヒ
ト
・
企
業
・
カ
ネ

が
流
入
し
、
中
東
エ
リ
ア
の
拠
点
と
な

っ
た
。

最
近
の
油
価
低
迷
も
あ
り
、
関
係
諸

国
で
は
脱
石
油
に
向
け
た
国
づ
く
り
の

動
き
が
見
え
、
そ
こ
に
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｕ
Ａ
Ｅ
は
首
都
ア
ブ
ダ
ビ
と
商
都
ド

バ
イ
を
両
輪
に
発
展
し
た
。
ア
ブ
ダ
ビ

は
、
原
油
生
産
・
国
土
・
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
指

標
で
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
内
で
圧
倒
的
な
地
位
を

有
し
て
い
る
が
、ド
バ
イ
は
ビ
ジ
ネ
ス
・

ハ
ブ
と
し
て
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ａ
地
域
随
一
の
地

位
を
確
立
し
た
。

ド
バ
イ
も
二
〇
〇
九
年
の
ド
バ
イ
シ

ョ
ッ
ク
に
よ
り
一
時
低
迷
し
た
が
、
ド

バ
イ
経
済
の
基
盤
で
あ
る
「
3
Ｔ
（
運

輸
・
貿
易
・
観
光
）」
が
下
支
え
し
、

再
び
成
長
軌
道
に
乗
り
、
二
〇
二
〇
年

の
万
博
開
催
に
向
け
て
、
経
済
成
長
が

加
速
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

日
本
企
業
の
新
規
進
出
も
再
び
増
加

傾
向
で
あ
り
、
業
種
も
サ
ー
ビ
ス
・
飲

食
業
が
増
え
、
中
小
企
業
も
進
出
し
て

い
る
。

※
レ
ク
チ
ャ
ー
の
後
、
視
察
団
か
ら
、

ド
バ
イ
の
目
指
す
方
向
性
、
ド
バ
イ

の
産
業
構
造
、
日
本
や
中
国
の
進
出

状
況
、
外
国
人
増
加
に
よ
る
治
安
状

況
な
ど
、
多
方
面
に
わ
た
る
質
問
が

次
々
と
出
さ
れ
、
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ジェトロ・ドバイ事務所にて（山本調査部長（前列左から3番目）と田辺
事業部長（左から2番目）を囲んで記念撮影）

�
ア
ブ
ダ
ラ
ハ
ム
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に

「
花
車
」の
飾
り
扇
子
を
贈
呈
す
る

上
條
会
長

�
ま
だ
ま
だ
進
化
す
る
パ
ー
ム
・
ジ

ュ
メ
イ
ラ

�
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス

ホ
テ
ル（
上
）と
直
通
の
モ
ノ
レ
ー
ル

拡大

視察団から多岐にわたる質問が出された
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《
タ
ン
ザ
ニ
ア
編
》

ド
バ
イ
か
ら
飛
行
機
で
約
五
時
間
半
、

タ
ン
ザ
ニ
ア
最
大
の
経
済
・
商
業
都
市

ダ
ル
エ
ス
サ
ラ
ー
ム
に
向
か
い
ま
し
た
。

【
概
要
（
基
礎
デ
ー
タ
）】

一
九
六
一
年
に
イ
ギ
リ
ス
信
託
統
治

領
か
ら
独
立
し
た
タ
ン
ガ
ニ
ー
カ
（
タ

ン
ザ
ニ
ア
本
土
）
と
一
九
六
三
年
に
独

立
し
た
ザ
ン
ジ
バ
ル
が
一
九
六
四
年
に

合
併
し
て
成
立
し
た
連
合
共
和
国
で
す
。

ニ
エ
レ
レ
初
代
大
統
領
の
進
め
た
民

族
融
和
政
策
が
奏
功
し
、
独
立
以
来
ク

ー
デ
タ
ー
の
発
生
も
な
く
政
治
が
安
定

し
て
お
り
、
過
去
一
〇
年
以
上
に
わ
た

り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
平
均
七
％
の
成
長
を
維
持
し

て
い
ま
す
。

�
人
口
�
約
五
五
七
二
万
人

（
二
〇
一
六
年
世
銀
）

�
面
積
�
約
九
四
・
五
万
㎢

（
日
本
の
約
二
・
五
倍
）

�
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
�
四
七
四
億
米
ド
ル

�
首
都
�
ド
ド
マ

商
都
は
ダ
ル
エ
ス
サ
ラ
ー
ム

�
言
語
�
ス
ワ
ヒ
リ
語
（
国
語
）、
英

語
（
公
用
語
）

〈
在
タ
ン
ザ
ニ
ア
日
本
国
大
使
館
訪

問
〉在

タ
ン
ザ
ニ
ア
日
本
国
大
使
館
は
、

ダ
ル
エ
ス
サ
ラ
ー
ム
に
位
置
し
、
タ
ン

ザ
ニ
ア
政
府
と
の
交
渉
や
連
絡
、政
治
・

経
済
そ
の
他
の
情
報
の
収
集
・
分
析
、

日
本
を
正
し
く
理
解
し
て
も
ら
う
た
め

の
広
報
文
化
活
動
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
吉
田
雅
治
特
命
全
権
大
使

か
ら
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
政
治
・
外
交
・

経
済
及
び
日
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
説

明
し
て
い
た
だ
き
、
質
疑
応
答
を
交
え

て
タ
ン
ザ
ニ
ア
経
済
の
現
状
や
今
後
の

可
能
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

◆
レ
ク
チ
ャ
ー
概
要

タ
ン
ザ
ニ
ア
は
、
他
の
周
辺
国
と
比

べ
て
政
治
が
安
定
し
て
お
り
、
一
〇
年

連
続
で
平
均
七
％
の
経
済
成
長
を
遂
げ

て
き
た
。

主
要
産
業
は
、
サ
ー
ビ
ス（
三
三
％
）、

農
林
水
産
（
二
一
％
）、
観
光
（
一
三

％
）、
建
設
（
一
三
％
）
で
あ
り
、
雇

用
の
要
と
な
る
製
造
業
の
比
率
が
低
い
。

最
近
で
は
、
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
山
を
始

め
と
す
る
豊
か
な
自
然
を
中
心
に
、
観

光
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
今
後
は
天

然
ガ
ス
の
開
発
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

ア
フ
リ
カ
有
数
の
農
業
国
で
あ
り
、

食
料
自
給
率
は
一
〇
〇
％
を
超
え
、
国

民
の
六
割
以
上
が
農
業
従
事
者
で
あ
る
。

都
市
部
で
は
路
上
で
物
品
売
買
を
し

て
い
る
若
者
が
多
く
、
人
口
が
増
え
て

い
く
中
で
、
安
定
し
た
雇
用
先
が
必
要

と
な
る
。

対
日
貿
易
で
は
、
金

や
銀
、
農
産
物
で
は
コ

ー
ヒ
ー
や
ゴ
マ
が
輸
出

さ
れ
て
お
り
、
輸
入
品

目
は
中
古
自
動
車
が
圧

倒
的
に
多
い
。

タ
ン
ザ
ニ
ア
は
、
近

隣
諸
国
（
ブ
ル
ン
ジ

等
）
か
ら
多
く
の
難
民

を
受
け
入
れ
て
い
る
。

ま
た
、
最
近
で
は
Ｅ
Ａ

Ｃ
（
東
ア
フ
リ
カ
共
同

体
）
の
本
部
を
誘
致
し
、

経
済
を
始
め
と
し
て
、

地
域
統
合
へ
歩
み
始
め

て
い
る
。

主
要
進
出
日
本
企
業

は
、商
社
・
メ
ー
カ
ー
・

建
設
等
、
約
一
七
社
で

あ
る
。

日
本
の
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）

の
受
取
額
も
サ
ブ
サ
ハ
ラ
ア
フ
リ
カ

（
サ
ハ
ラ
砂
漠
以
南
）
内
で
一
位
と
な

っ
て
お
り
、
現
在
も
ダ
ル
エ
ス
サ
ラ
ー

ム
市
内
の
主
要
道
路
の
整
備
等
も
行
い
、

経
済
成
長
に
貢
献
し
て
い
る
。

※
レ
ク
チ
ャ
ー
の
後
、
視
察
団
か
ら
、

日
本
企
業
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
や
イ
メ
ー

ジ
、
中
国
と
の
関
係
性
、
首
都
ド
ド

マ
へ
の
移
転
施
策
、
ま
た
、
失
業
率

や
保
健
施
策
の
話
題
な
ど
、
多
方
面

に
わ
た
る
質
問
が
次
々
と
出
さ
れ
、

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

スーパーは少なく露店で買い物する現地の人々

�
慢
性
的
な
道
路
渋
滞
（
ダ
ル
エ
ス

サ
ラ
ー
ム
）

在タンザニア日本国大使館にて
（吉田特命全権大使（前列左から2番目）を囲んで記念撮影）

日本車は人気であり、街でもよく見かけた
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〈
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
・
エ
ナ
ジ
ー
・
タ
ン

ザ
ニ
ア
訪
問
〉

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
・
エ
ナ
ジ
ー
・
タ
ン

ザ
ニ
ア
は
、
数
少
な
い
外
資
系
電
気
機

器
メ
ー
カ
ー
で
あ
り
、
一
九
六
八
年
の

創
業
か
ら
間
も
な
く
五
十
年
が
経
過
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
森
克
彦
社
長
か
ら
タ
ン
ザ

ニ
ア
の
経
済
情
勢
や
企
業
動
向
に
つ
い

て
説
明
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
工

場
見
学
も
行
い
ま
し
た
。

◆
レ
ク
チ
ャ
ー
概
要

タ
ン
ザ
ニ
ア
政
府
は
二
〇
二
五
年
に

工
業
Ｇ
Ｄ
Ｐ
貢
献
率
を
現
在
の
二
五
％

か
ら
四
〇
％
に
上
げ
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
。

し
か
し
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
電
化
率
は

全
体
で
約
三
三
％
と
ま
だ
ま
だ
低
い
。

ま
た
、
製
造
業
に
お
け
る
タ
ン
ザ
ニ
ア

の
賃
金
が
他
の
ア
フ
リ
カ
諸
国
と
比
較

す
る
と
高
い
方
で
あ
る
た
め
、
新
規
進

出
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

タ
ン
ザ
ニ
ア
に
お
け
る
ア
ジ
ア
企
業

の
動
向
を
み
て
み
る
と
、
中
国
企
業
は

建
設
・
通
信
分
野
、韓
国
企
業
は
家
電
・

電
子
機
器
分
野
に
参
入
し
て
い
る
。

当
社
で
は
、
約
一
五
〇
人
の
従
業
員

と
と
も
に
、
主
に
ラ
ジ
オ
や
懐
中
電
灯

に
使
わ
れ
る
マ
ン
ガ
ン
乾
電
池
の
製

造
・
販
売
を
行
っ
て
い
る
。
昨
年
度
は
、

タ
ン
ザ
ニ
ア
国
内
向
け
に
単
一
マ
ン
ガ

ン
・
単
三
マ
ン
ガ
ン
乾
電
池
を
各
三
一

〇
〇
万
個
生
産
し
た
。

当
社
の
製
品
は
、
中
国
製
と
比
べ
る

と
、
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
高
い

が
小
売
価
格
差
が
大
き
く
、
厳
し
い
状

況
に
あ
る
。
ま
た
、
密
輸
が
横
行
し
て

お
り
、
政
府
に
是
正
要
求
を
行
い
、
若

干
は
改
善
し
て
き
た
も
の
の
依
然
と
し

て
多
く
流
通
し
て
お
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
環

境
の
整
備
も
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

※
レ
ク
チ
ャ
ー
の
後
、
視
察
団
か
ら
、

販
売
ル
ー
ト
や
現
地
雇
用
の
現
状
、

日
本
製
へ
の
信
頼
度
、
生
産
管
理
、

設
備
投
資
に
つ
い
て
質
問
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

〈
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
タ
ン
ザ
ニ
ア
事
務
所
訪

問
〉タ

ン
ザ
ニ
ア
は
、
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ

Ｐ
が
八
七
九
米
ド
ル
（
二
〇
一
六
年
）

と
ま
だ
ま
だ
低
く
、
最
貧
国
（
後
発
開

発
途
上
国
）
と
言
え
ま
す
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

で
は
、
一
九
六
七
年
に
青
年
海
外
協
力

隊
の
派
遣
を
開
始
し
、
累
計
一
五
〇
〇

名
を
超
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
進
出
す

る
日
本
企
業
に
対
し
て
、
情
報
提
供
、

諸
手
続
き
の
側
面
支
援
や
広
報
、
地
方

展
開
ま
で
幅
広
い
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。当

日
は
、
長
瀬
利
雄
所
長
か
ら
タ
ン

ザ
ニ
ア
概
況
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
民
間
連
携
事

業
に
つ
い
て
、
梅
津
径
氏
か
ら
ア
フ
リ

カ
の
若
者
の
た
め
の
産
業
人
材
育
成
政

策
で
あ
る
、
Ａ
Ｂ
Ｅ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

に
つ
い
て
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
レ
ク
チ
ャ
ー
概
要

こ
こ
数
年
、
建
設
・
情
報
通
信
・
金

融
サ
ー
ビ
ス
業
が
一
〇
％
を
超
え
る
高

い
成
長
率
を
達
成
し
て
い
る
。

タ
ン
ザ
ニ
ア
国
内
で
も
急
速
に
Ｉ
Ｃ

Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
お
よ
び
モ
バ
イ

ル
マ
ネ
ー
サ
ー
ビ
ス
が
普
及
し
て
い
る
。

近
年
、
五
大
企
業
グ
ル
ー
プ
と
呼
ば

れ
る
地
場
企
業
が
急
激
に
勢
力
を
増
し

て
お
り
、
成
長
及
び
雇
用
面
で
重
要
な

役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
近
隣
諸
国

へ
の
輸
出
も
手
掛
け
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
を

代
表
す
る
企
業
グ
ル
ー
プ
に
育
ち
つ
つ

あ
る
。

日
本
企
業
は
、
現
地
生
産
も
含
め
た

亜鉛缶工程を経て、組み立て・仕上げ工程のエリア

�
製
造
工
程
の
説
明

タンザニアでのビジネス展開について多くの質問が出されたスワヒリ語で書かれているパナソニック社訓

パナソニック・エナジー・タンザニアにて
（森社長（前列右から3番目）を囲んでの記念撮影）
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Ｂ
Ｏ
Ｐ
層（Base

ofthe
Econom

ic
Pyram

id

）・
中
間
層
の
市
場
開
拓
や
イ

ン
フ
ラ
・
プ
ラ
ン
ト
関
連
で
活
躍
し
て

い
る
。
現
在
も
ダ
ル
エ
ス
サ
ラ
ー
ム
市

内
の
道
路
の
渋
滞
解
消
の
た
め
に
、
立

体
交
差
橋
を
建
設
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
民
間
連
携
事
業
を
踏
ま

え
て
、
現
地
で
の
信
頼
で
き
る
カ
ウ
ン

タ
ー
パ
ー
ト
を
ど
う
育
成
す
る
か
、
不

透
明
な
法
制
度
や
手
続
き
の
遅
さ
、
現

地
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
の
開
発
が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ

る
。ま

た
、
広
大
な
国
土
と
人
口
密
度
の

低
さ
も
課
題
と
な
る
が
、
最
近
で
は
東

京
大
学
発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
、Digi-

talGrid

社
の
無
電
化
村
地
域
に
お
け

る
売
電
シ
ス
テ
ム
事
業
の
よ
う
に
、
遠

隔
技
術
や
モ
バ
イ
ル
ペ
イ
メ
ン
ト
を
活

用
し
、
距
離
の
壁
を
超
え
て
事
業
展
開

を
行
っ
て
い
る
好
事
例
も
あ
る
。

※
レ
ク
チ
ャ
ー
の
後
、
視
察
団
か
ら
、

今
後
の
ビ
ジ
ネ
ス
展
望
や
Ａ
Ｂ
Ｅ
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
派
遣
に
つ
い
て
質

問
が
出
さ
れ
、
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

〈
お
わ
り
に
〉

今
回
の
視
察
で
は
、
ド
バ
イ
万
博
に

向
け
て
、
さ
ら
な
る
成
長
を
目
指
し
て

い
る
ド
バ
イ
を
訪
問
し
、
埼
玉
県
と
ほ

ぼ
同
じ
面
積
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
都
市
国

家
で
あ
り
な
が
ら
、
観
光
事
業
の
ス
ケ

ー
ル
の
大
き
さ
と
多
角
的
な
経
済
戦
略

を
実
感
す
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し

た
。タ

ン
ザ
ニ
ア
に
お
い
て
は
、
街
に
若

者
が
溢
れ
、
活
気
を
感
じ
る
と
と
も
に
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
今
後
の
発
展
に
も

期
待
が
膨
ら
み
ま
し
た
。

様
々
な
視
点
か
ら
日
本
と
は
異
な
る

両
国
の
経
済
や
文
化
に
触
れ
な
が
ら
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
非
常
に
有

意
義
な
視
察
と
な
り
ま
し
た
。

視 察 団 参 加 者 名 簿 （敬称略／順不同）

氏名 所属・役職名 氏名 所属・役職名
上條 正仁 株式会社埼玉りそな銀行 シニアアドバイザー 戸所 邦弘 富士倉庫運輸株式会社 取締役社長
細沼 哲夫 日本伸管株式会社 代表取締役会長 海野 格 AGS株式会社 執行役員
利根 忠博 一般社団法人埼玉県経営者協会 名誉会長 早崎 寛 ティ・シィ・アイジャパン株式会社 代表取締役
荻野 芳朗 株式会社ピックルスコーポレーション 代表取締役会長 廣澤 健一 一般社団法人埼玉県経営者協会 常務理事
小髙富士夫 むさし証券株式会社 取締役社長 白井 智也 一般社団法人埼玉県経営者協会 研究主幹
河野 経夫 株式会社第一住宅 代表取締役会長 山口由美子 一般社団法人埼玉県経営者協会 主任研究員
川鍋 宏 株式会社タムロン 常務取締役

ODAでつくられた魚市場は競りも行われ
ていて活気がある

ダルエスサラーム市内にて渋滞解消のた
めに現在建設中の立体交差橋

電化率が低く供給も不安定であるため、
視察中も一時的に停電があった

JICAの事業説明を行う
長瀬利雄所長

JICA事務所にて
（長瀬所長（前列左から2番目）梅津氏（左から1番目）を囲んで記念撮影）
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Dubai

Tanzania

1978年建立の大型モスクでドバイの中で一
番大きく一番美しいモスクとして知られて
いる このモスクはドバイにあるモスクの
中で唯一、異教徒でもモスク内が見学できる

ドバイモールは展望台バージュ・カリフ
ァも隣接している世界最大のショッピン
グモールであり、水族館やアイススケー
トリンク設備も完備している

�
1
2
4
階
に
あ
る
展
望

台
か
ら
ド
バ
イ
を
一
望

�
ア
ラ
ブ
料
理

�
観
光
名
所
で
あ
る
ゴ
ー
ル

ド
ス
ー
ク

タンザニアの主な観光事業であるサファリも体験
（セルー動物保護区）

サファリではキリン、カバ、インパラ、ヌー、ライオンな
ど30種類以上の野生動物に出合えた キャンプ場ではマサ
イ族も警備スタッフとして常駐

博物館にいた現地の学生 国立博物館では第一次世界大戦の資料や
アラブ支配時代の遺品が展示されている

大通りから少し入っても賑
わっている

大量の絵や民芸品が店前に
並ぶ

第一次世界大戦で
ドイツ軍に参戦し
た兵士の記念碑

ダルエスサラーム市内から車で15分
ほど行くと海岸に着く
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